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河川計画の見直し（近年、水災害が頻発1/2）

短時間強雨の発生の増加や台風の大型化等により、近年は浸水被害が頻発しています。
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【令和元年東日本台風】 【令和2年7月豪雨】

【令和3年8月からの大雨】

⑤千曲川における浸水被害

(長野県長野市)

【令和4年8月からの大雨】

④最上川における浸水被害
（山形県大江町）

①千曲川における浸水被害
(長野県長野市)

②球磨川における浸水被害
（熊本県人吉市）

③池町川における浸水被害
（福岡県久留米市）

⑦

⑥

⑤
⑧

①

②

③

※ここに例示したもの以外にも、
全国各地で地震や大雨等による
被害が発生

④

毎年のように全国各地で浸水被害が発生（令和元年～4年）



河川計画の見直し（近年、水災害が頻発2/2）

2

毎年のように全国各地で浸水被害が発生（平成27年～30年）

【平成27年9月関東・東北豪雨】

⑤鬼怒川の堤防決壊による浸水被害
（茨城県常総市）

⑥小本川の氾濫による浸水被害
（岩手県岩泉町）

【平成28年8月台風第10号】

【平成29年7月九州北部豪雨】

⑦桂川における浸水被害
（福岡県朝倉市）

【平成30年7月豪雨】

⑧小田川における浸水被害
（岡山県倉敷市）

⑦

⑥

⑤

⑧

①

②

③

※ここに例示したもの以外にも、
全国各地で地震や大雨等による
被害が発生

④



河川計画の見直し（平成27年9月関東・東北豪雨1/2）

台風18号及び台風から変わった低気圧に向かって南から湿った空気が流れ込んだ影響
で、記録的な大雨となりました。

3等雨量線図（8日～10日累加雨量）

9月10日 3:00

気象・降雨の概要

9月9日 16:00 9月9日 20:00

9月10日 0:00 9月10日 3:00

レーダ雨量図



河川計画の見直し（平成27年9月関東・東北豪雨2/2）

堤防決壊等に伴う氾濫により、常総市の約1/3の面積に相当する約40km２が浸水し、
常総市役所も孤立しました。

4

鬼怒川の氾濫による浸水状況

：氾濫域の最大総浸水
面積（40ｋ㎡）
国土地理院公表資料



1時間降水量50mm以上の年間発生回数（アメダス1,000地点あたり）

約1.4倍

河川計画の見直し（近年、雨の降り方が変化）

近年、時間雨量50mmを超える短時間強雨の発生件数が増加するなど、気候変動の影
響により、水害の更なる頻発・激甚化が懸念されています。
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河川計画の見直し（河川計画見直しの位置付け）

河川整備基本方針・河川整備計画については、「過去の降雨実績に基づく計画」から
「気候変動による降雨量の増加等を考慮した計画」に見直すこととしています。
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第109回河川整備基本方針検討小委員会資料


